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photo尾駮小２年生が乳牛の乳しぼり体験

Pick Up Topics

六高バレーボール部に
「県高校運動部活動奨励賞」

Information

六ヶ所村テレビ
７月１日、各種番組放送開始！
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六ヶ所トピックス

「真剣」「楽しい」授業公開
六ヶ所高校で公開授業開かれる

　六ヶ所高校（柴垣博孝校長、生徒 185 人）の公開授業が 6
月 9日、同校で行われました。
　この公開授業は、地域住民や保護者に授業内容や校内での生
徒の様子を参観してもらうことで、同校に対する理解を深めて
もらおうと実施されています。今回が 15 回目（本年度 1回目）
との開催となりました。
　公開授業は、１年から３年までの全クラスで行われました。
１年１組「英語 I」では、先生の話を真剣に聞く生徒の様子が
見られました。３年情報コース「体育」では、生徒たちが体育
祭に向けダンスの練習をしていました。授業を参観していた生
徒の保護者は「普段ここまで足を運べないのでこういう機会は
いいですね。都合がつけばまた来たいです」と話していました。真剣に授業に取り組む生徒たち（1年1組「英語Ⅰ」）

花育て、命の大切さ感じて
人権擁護委員と泊・平沼小児童が植栽

　花の育成を通じて、命の大切さを体得してもらおうと、六ヶ
所村人権擁護委員と平沼小学校（鈴木浩校長、児童 53 人）・
泊小学校（太田平一郎校長、児童 197 人）の子どもたちが各
学校でプランターにマリーゴールドを植えました。
　平沼小学校では 6 月 8 日、佐藤たね委員と 4 年生 12 人が
70 株を、泊小学校では 16 日、髙田孝徳委員、貝塚恵子委員と
2年生 24 人が 105 株の赤・黄色など色とりどりのマリーゴー
ルドをプランターに植栽。プランターは、平沼小では職員室前
に、泊小では玄関の左横に置かれました。今後は、それぞれの
児童たちが育てていく予定です。
　泊小では、植栽の前に髙田委員が「花を植えるだけではなく、
水やりも頑張ってください」とあいさつ。子どもたちは「はい」
と元気に返事をしていました。

マリーゴールドを丁寧に植える児童たち（平沼小）

Rokkasho Topics

仏語の読み聞かせ楽しむ
「ひまわりクラブ」育児で国際交流

　育児サークルひまわりクラブ（玉内京子代表、会員 19 人）
は 6月 8日、保健相談センターでサークル活動を行いました。
　同サークルは、子育てをする母親がふれあい、子どもたちが
関わり合う場として、平成 8年に設立され、現在は毎週水曜
日に活動を実施しています。
　この日は、母親と子ども25人が参加しました。ダンスや手遊
びなどの後、会員のステファニーさんが絵本「あっちいけ！みど
りのおおきいモンスター」の読み聞かせをフランス語と日本語で
披露。子どもたちは、絵本の中のモンスターに引き込まれるよう
に、真剣にお話を聞いていました。２年前からサークルに参加し
ている藤田亜紀子さん（泊）は「ほかの子どもたちから刺激を受け、
娘が絵本を一人で見れるようになりました。私も子育ての仲間が
できてとても心強いです」と笑顔で話していました。

ごみ拾いは地域への恩返し
建設業協会が今年もごみ拾い実施

　六ヶ所村建設業協会（　武昭男会長、会員 19 社）は、6月
1日に尾駮沼周辺で、4日に平沼から千歳平までの県道でごみ
拾いを実施しました。
　今年は２カ所合わせて 20 人ほどの協会員が２トンダンプ 10
台分ほどのごみを拾い集めました。
　同会では昨年から、村の環境美化へ貢献の一環として、たの
しむべ！フェスティバルなど村のイベントなどの開催前にごみ
拾いを実施しています。
　　武会長は「普段、道路工事などで迷惑をかけている村の皆
さんに、恩返しのつもりでごみ拾いを実施しています。今後も
イベントのときはもちろん、地域で対応しきれない集落間の道
路などのごみ拾いもしていきたい」と話していました。

乳牛とのふれあい楽しむ
尾駮小の２年生が乳搾り体験

　尾駮小学校（中村公允校長、児童 218 人）の 2年生 36 人は
6月 16 日、牛の乳搾りを体験しました。
　乳搾りは、同体験に協力した第三二又地区の畠山健一さんの
牛舎で行われました。
　児童たちは、間近で見る体高 180㌢ほどの自分よりも大きい
乳牛に、「大きい！」などと興味津々。畠山さんの指導を受け
ながら、一人ずつ乳搾りに挑戦しました。中には、最初は怖がっ
ていたものの、何回もチャレンジする児童も。乳牛との貴重な
ふれあいを楽しんでいた様子でした。
　金濱加奈さんは「思ったよりうまくできた。将来は馬を育て
る仕事をしたいので、いい経験ができた。とても楽しかった」
とにっこりと話していました。「うまくできるかな」乳搾りに挑戦する児童

尾駮沼で流れ着いたごみを拾う協会員

読み聞かせをするステファニーさん㊨と真剣にお話を聞く子どもたち

「尾駮の牧」の研究進める
尾駮の牧歴史研究会発足を村長へ報告

　六ヶ所村「尾駮の牧」歴史研究会（相内知昭会長、会員 15 人）
は 6月 17 日、村長室を訪れ、同会の発足を報告しました。
　同会は 5月 26 日、「尾駮の牧」の歴史研究や理解を深める
活動などを目的とし発足しました。平安末期、源頼朝の愛馬
「生　」が出た「七戸立」（当時の上北郡）の「尾駮の牧」が本
村の尾駮を指しているのではないかという説を一つの研究テー
マに、同会は勉強会などの活動をしていく予定です。相内会長
はこの研究論文が掲載された『東奥文化』82 号〈青森県文化
財保護協会刊〉20 冊を村に寄贈。同誌は図書館をはじめ各公
民館などに配置される予定です。
　相内会長は「会で勉強する研究成果は地域振興に役立てたい。
村の歴史を村民に定着させたい」と話していました。東奥文化を古川村長㊨に手渡す相内会長

いけづき
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六 ヶ 所 人 の ス タ イ ル 通 信

　

六
ヶ
所
村
と
三
沢
市
の
境
界
と
な

る
高
瀬
橋
か
ら
小
川
原
湖
へ
視
線
を

向
け
る
と
、
六
ヶ
所
の
観
光
名
所
の

一
つ
、
マ
テ
小
屋
が
見
え
て
く
る
。

　

素
朴
な
情
緒
を
た
ず
さ
え
、
静
か

に
湖
面
に
た
た
ず
む
姿
は
、
か
つ
て

の
マ
テ
漁
の
に
ぎ
わ
い
を
感
じ
さ
せ

な
い
。

　
「
マ
テ
漁
が
始
ま
る
の
は
３
月
15

日
。
昔
は
６
棟
の
マ
テ
小
屋
が
あ
っ

て
、
解
禁
日
に
は
そ
れ
ぞ
れ
の
漁
師
の

ほ
か
に
手
伝
い
も
い
っ
ぱ
い
。
に
ぎ
や

か
だ
っ
た
。
網
に
入
る
の
は
湖
か
ら
海

宝
の
湖
・
小
川
原
湖
を
子
ど
も
た
ち
へ
受
け
継
ぎ
た
い

●しもした・みの
る
六ヶ所村倉内在
住。
小川原湖漁業協
同組合理事・環境
対策委員長。社
団法人日本犬保存
会青森県支部委
員。日本心舞踊
花美流家元二代
目花生竜元後援
会副会長

へ
下
る
ジ
ャ
ッ
コ
（
ウ
グ
イ
）。
解
禁

が
近
付
く
と
、『
そ
ろ
そ
ろ
下
り
ジ
ャ
ッ

コ
入
る
ど
』
っ
て
楽
し
み
に
し
た
も
ん

だ
。
網
を
仕
掛
け
る
と
、
マ
テ
小
屋
の

中
で
魚
が
か
か
る
の
を
待
つ
。
１
時
間

に
１
回
ぐ
ら
い
網
を
上
げ
て
は
、
ま
た

仕
掛
け
て
の
繰
り
返
し
」。

　

下
舌
さ
ん
は
湖
畔
か
ら
マ
テ
小
屋

を
眺
め
、
な
つ
か
し
む
よ
う
に
笑
み

を
浮
か
べ
る
。

　

マ
テ
小
屋
の
前
に
さ
く
を
建
て

て
、
仕
掛
け
た
網
に
魚
を
誘
い
込
む

マ
テ
漁
。
最
後
の
マ
テ
漁
漁
師
だ
っ

た
下
舌
さ
ん
の
父
・
平
三
郎
（
故
人
）

さ
ん
が
漁
を
や
め
て
か
ら
15
年
ほ
ど

が
経
っ
た
。

　
「
網
に
か
か
る
の
は
、
春
は
ウ
グ

イ
、
秋
は
カ
レ
イ
や
う
な
ぎ
。
じ
い

（
平
三
郎
さ
ん
）
に
手
伝
っ
て
い
た

こ
ろ
は
、
３
時
４
時
に
起
き
て
網
を

あ
げ
て
、
そ
れ
か
ら
６
時
に
仕
事
へ

行
っ
た
な
。
ウ
グ
イ
の
値
段
も
下
が

り
始
め
て
、
だ
ん
だ
ん
マ
テ
小
屋
で

の
漁
は
し
な
く
な
っ
て
い
っ
た
。
昔

は
本
当
に
お
も
し
ろ
い
ぐ
ら
い
に
獲

れ
た
も
の
だ
」。

　

村
外
の
企
業
に
勤
め
て
い
た
下
舌

さ
ん
が
本
格
的
に
漁
を
す
る
よ
う
に

な
っ
た
の
は
退
職
後
。
し
じ
み
漁
に
携

わ
る
一
方
で
、
現
在
小
川
原
湖
漁
協
の

理
事
と
し
て
、
同
湖
の
生
産
力
の
向
上

な
ど
に
奔
走
。
し
か
し
近
年
、
湖
は
生

活
雑
排
水
の
流
入
な
ど
が
原
因
で
水

質
の
悪
化
が
進
ん
で
い
る
と
い
う
。

　
「
湖
底
に
は
ヘ
ド
ロ
が
た
ま
り
、

し
じ
み
の
成
長
に
も
影
響
が
出
て
い

る
。
水
質
浄
化
の
た
め
、
Ｅ
Ｍ
菌
の

散
布
や
さ
ま
ざ
ま
な
取
り
組
み
を
進

め
て
い
る
。
小
川
原
湖
は
し
じ
み
の

ほ
か
に
シ
ラ
ウ
オ
、
ワ
カ
サ
ギ
、
え

び
、
う
な
ぎ
な
ど
た
く
さ
ん
の
種
類

の
魚
類
が
獲
れ
る
『
宝
の
湖う

み

』。
そ

れ
を
取
り
戻
さ
な
け
れ
ば
。
こ
こ
の

子
ど
も
た
ち
に
は
、
将
来
、
一
人
で

も
多
く
こ
こ
で
働
い
て
ほ
し
い
と
思

う
か
ら
」。

　

小
川
原
湖
を
語
る
と
き
の
下
舌
さ

ん
は
本
当
に
に
こ
や
か
。
大
切
に
思

う
気
持
ち
が
伝
わ
っ
て
く
る
。

　
「
子
ど
も
の
こ
ろ
は
毎
日
の
よ
う

に
湖
で
遊
ん
だ
な
あ
。夏
は
泳
い
で
、

冬
は
青
く
て
透
明
な
厚
い
氷
が
張
る

か
ら
、
そ
の
上
で
ス
ケ
ー
ト
。
本
当

に
き
れ
い
な
宝た

か
ら
こ湖

だ
か
ら
ね
」。

PROFILE

湖で生き、湖を想
おも

う
小川原湖漁協理事として、小川原湖の再生に奔走

現在のマテ小屋は８年前に
修復されたもの。修復の際
は、下舌さんも携わった。
現在も下舌さんはマテ小屋
の監視を続けている

　

六
ヶ
所
高
校
バ
レ
ー
ボ
ー
ル

部
（
浅
水
伸
之
監
督
、
部
員
13

人
）
が
本
年
度
、「
青
森
県
高

校
運
動
部
活
動
奨
励
賞
」
を
受

賞
し
ま
し
た
。

　

こ
の
賞
は
、
意
欲
的
で
他
校

の
模
範
と
な
り
、
優
れ
た
活
動

を
行
っ
て
い
る
運
動
部
へ
、
そ

の
活
動
を
奨
励
す
る
た
め
に
授

与
さ
れ
る
も
の
。
同
部
は
昨
年

度
、
県
高
校
春
季
バ
レ
ー
ボ
ー

ル
選
手
権
で
ベ
ス
ト
16
を
果
た

す
な
ど
、
近
年
め
ざ
ま
し
い
活

躍
を
続
け
て
い
ま
す
。

　

村
で
は
、
小
中
学
校
で
バ
レ

ー
ボ
ー
ル
部
が
あ
る
学
校
が
少

な
く
、
同
部
員
の
半
数
が
高
校

か
ら
入
部
し
た
初
心
者
。
ま
た
、

ス
ク
ー
ル
バ
ス
通
学
の
た
め
時

間
の
制
約
も
あ
る
中
で
、
練
習

に
励
ん
で
い
ま
す
。

　

こ
の
受
賞
の
追
い
風
を
受

け
、
６
月
に
開
催
さ
れ
た
県
高

校
総
合
体
育
大
会
で
は
、
強
豪

の
工
大
二
高
を
相
手
に
２
―
０

で
圧
勝
。
厳
し
い
練
習
で
培
っ

た
団
結
力
で
得
た
一
勝
で
し

た
。
高
村
香
瑚
部
長
は
「
負
け

て
も
い
い
、
攻
め
て
い
こ
う
と

臨
ん
だ
試
合
。
セ
ッ
ト
を
取
っ

た
瞬
間
は
み
ん
な
で
抱
き
合
っ

て
喜
び
ま
し
た
」
と
笑
顔
で
振

り
返
り
ま
し
た
。

　

浅
水
監
督
は
「
部
員
た
ち
に
は

バ
レ
ー
ボ
ー
ル
を
通
じ
て
人
間
的

に
成
長
し
て
ほ
し
い
。
相
手
の
立

場
を
考
え
思
い
や
れ
る
人
に
な
れ

る
よ
う
に
」と
話
し
て
い
ま
し
た
。

　

合
い
言
葉
は
『
夢
は
大
空
に
、

努
力
は
足
元
に
』。
六
高
バ
レ
ー

ボ
ー
ル
部
の
今
後
の
活
躍
に
期

待
で
す
。

めざましい活躍認められ
六高バレーボール部に「県高校運動部活動奨励賞」

　

村
は
小
泉
和
財
政
課
主
査
、
髙

山
侑
樹
総
務
課
主
査
、
田
中
敦
税

務
課
主
査
を
５
月
24
日
～
27
日
、

岩
手
県
山
田
町
に
災
害
支
援
の
た

め
派
遣
し
ま
し
た
。

　

小
泉
主
査
は
織
笠
コ
ミ
ュ
ニ
テ

ィ
セ
ン
タ
ー
で
、
髙
山
主
査
と
田

中
主
査
は
山
田
北
小
学
校
で
物
資

搬
入
や
避
難
住
民
へ
の
食
料
配
布

な
ど
の
業
務
を
行
い
ま
し
た
。

〈
以
下
、
派
遣
職
員
の
報
告
で
す
〉

　

私
が

派
遣
さ

れ
た
織

笠
コ
ミ

ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー
で
は
、
高
校

生
が
日
常
で
は
使
わ
な
い
で
あ
ろ

う
斧
を
持
ち
薪
割
り
を
手
伝
い
、

不
自
由
な
こ
と
も
多
い
共
同
生
活

の
中
、
わ
ず
か
な
供
用
ス
ペ
ー
ス

で
勉
強
し
て
い
ま
し
た
。
震
災
に

立
ち
向
か
う
彼
ら
の
姿
に
脱
帽

し
、逆
に
元
気
を
も
ら
い
ま
し
た
。

　

今
回
の
大
震
災
で
は
、
想
定
外

の
事
態
に
対
応
で
き
な
か
っ
た
の

が
現
状
だ
と
思
い
ま
す
。
村
民
の

皆
さ
ま
に
は
、
今
一
度
避
難
経
路

を
確
認
す
る
な
ど
、
有
事
に
備
え

て
い
た
だ
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

　

派
遣

期
間
中

は
24
時

間
避
難

所
で
の
生
活
で
、
偶
然
に
も
同
じ

名
前
の
小
学
生
の
兄
弟
と
仲
良
く

な
り
ま
し
た
。
そ
の
夜
、
寝
袋
の

中
で
避
難
者
名
簿
に
目
を
通
す

と
、
彼
ら
兄
弟
の
名
前
だ
け
で
両

親
の
名
前
が
あ
り
ま
せ
ん
。
被
災

地
の
現
実
を
目
の
当
た
り
に
し
た

瞬
間
で
し
た
。

　

地
震
発
生
か
ら
３
カ
月
が
経
過

し
ま
す
が
、
私
た
ち
が
何
気
な
く

生
活
し
て
い
る
日
々
が
ど
れ
だ
け

幸
せ
な
毎
日
か
を
改
め
て
痛
感
し

ま
し
た
。

　

今
回

派
遣
さ

れ
た
避

難
所
で

は
生
活
に
必
要
最
小
限
の
物
資
は

そ
ろ
っ
て
い
ま
す
が
、
食
事
は
栄

養
の
偏
っ
た
物
が
多
く
避
難
者
の

栄
養
面
が
心
配
さ
れ
ま
す
。
衛
生

面
で
は
手
洗
い
・
消
毒
の
徹
底
、

生
活
ス
ペ
ー
ス
・
ト
イ
レ
の
清
掃

な
ど
大
変
気
を
使
っ
て
い
ま
し
た
。

　

私
た
ち
の
滞
在
期
間
に
仮
設
住

宅
に
入
居
が
決
ま
っ
た
人
が
数
人
い

ま
し
た
が
、
町
全
体
で
は
ま
だ
ま
だ

仮
設
住
宅
が
少
な
く
、
こ
の
ま
ま
で

は
町
か
ら
人
が
出
て
い
く
一
方
だ
と

漏
ら
す
人
も
多
く
い
ま
し
た
。
町
全

体
が
生
活
再
建
へ
の
一
歩
を
踏
み
出

す
た
め
に
は
仮
設
住
宅
の
早
期
完
成

が
重
要
だ
と
感
じ
ま
し
た
。

高総体を終え3年生は
引退。高村部長㊨は「つ
らかったことも乗り越え
られた。充実した３年間
だった」。橋本琴美新部
長㊧は「秋の新人戦には
強い気持ちをもって攻め
のプレーをしたい」と今
後の抱負を話した

小泉　和
財政課
主査

髙山侑樹
総務課
主査

田中　敦
税務課
主査

村職員を被災地へ派遣
3 人の職員が、山田町で避難所運営支援

◀山田北小学校で避難住民に
食料を配布する（右から）田
中主査と髙山主査

Pick Up Topics

Pick Up Topics

下舌　稔さ
ん
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2011 年 7 月 24 日
アナログ放送は
終了します

地上デジタル放送完全移行まで間もなくです。
地デジの準備、お済みですか。

　平成 23 年７月 24 日をもってアナログ放送が終了し
ます。
　デジタルテレビやデジタルチューナーなど、地上デジ
タル放送の受信できる機器の準備が済んでいないと、７
月 24 日以降、テレビが視聴できなくなります。テレビ
画面の右上に「アナログ」と表示されるテレビは、デジ
タル放送に対応していないテレビなので準備をお急ぎく
ださい。
　村は、平成 19 年度から 22 年度の４年間にわたり地
域情報基盤整備事業を実施し、テレビ共聴設備利用地域
に対して光ケーブルを敷設するこ
とで地上デジタル放送の視聴可
能な環境を提供しております。
　地上デジタル放送対応のテ
レビでは、そのまま地上デジタ
ル放送を視聴することができます。

　現在使っているアナログテレビを利用して地上デジタ
ル放送を視聴するには「デジタルチューナー」が必要と
なります。
　デジタルチューナーは、お近くの電気店や家電量販店
で購入できます。
　デジタルテレビを利用する場合には、デジタルチュー
ナーは必要ありません。

2011 年 7 月 24 日
地上アナログ放送
は終了します

Information

アナログテレビをそのまま使用するには…

アナログテレビ デジタルチューナー＋

アナログテレビ終了までの画面イメージ

通常番組の画面上に
終了日までのカウン
トダウンなどを表示
します。
定期的に、全画面
スーパーやブルー
バックなどのお知ら
せ画面が短時間挿入
されます。

７月 24 日正午か
らブルーバックの
放送終了お知ら
せ画面を表示しま
す。お知らせ画
面は７月 24 日 24
時までに停波しま
す。

７月 24日 24時ま
でに停波し、この
後は映りません。

７月１日以降

ご覧の○○アナログ放送
の番組は 7 月 24 日に終
了しました。
今後も○○デジタル放送
をお楽しみください。

７月 24 日正午以降

停波後

▶
▶

地上デジタル放送及びアナログ放送終了に関す
る質問はこちら
総務省テレビ受信者支援センター（デジサポ青
森） ☎ 017-771-1010

地上デジタル放送移行
に便乗してこれに係る

「振り込め詐欺」、電波
利用料や工事料の「架
空請求」には十分にご
注意ください。

■地域情報基盤についての問い合わせはこちら　情報政策課　☎ 0175（72）2111（内線 152）

【制度の適用を受けるには？】
　対象となるひとり親の人は、受給資格証の交
付申請が必要となります。
■申請に必要な書類
①健康保険証	 申請者および対象児童のもの
②預金通帳　申請者名義のもの
③所得証明書　申請する年の 1 月 1 日現在、
六ヶ所村に住所がなかった人
④印鑑　認印（シャチハタ不可）	
　申請書受理後、該当する人に「受給資格証」
を交付します。

【資格証が届いたら…】

対象者
①ひとり親家庭などの父または母
②ひとり親家庭などで扶養されている児童

区分 児童 父または母

対象年齢
0 歳から 18 歳に達した最初の 3 月 31
日まで（国民健康保険に加入している
0 歳～ 1 歳の誕生月までの乳児は除く）

左記の児童を扶養している期間

対象になる
医療費

入院、外来の患者負担分及び入院時食
事療養費に係る標準負担額

入院、外来の患者負担分及び入院時食事療
養費に係る標準負担額（ただし医療機関ご
とに毎月 1,000 円の自己負担があります）

対象にならない
医療費

保険外診療および実費分

所得制限

扶養親族の数 所得制限額

0 人 2,342,000 円
1 人 2,722,000 円
2 人 3,102,000 円
3 人 3,482,000 円
4 人 3,862,000 円

▶国民健康保険加入者
　入院、外来の患者負担分および入院時食事療養費に係る
標準負担額を支払う

▶社会保険加入者
　資格証を掲示することにより、支払う必要なし（入院
時食事療養費を除く）※父または母は自己負担あり

➡
➡

●給付申請先
福祉課・泊支所・平沼支所
	
●必要な書類
医療機関が発行した領収書・
受給資格証・印鑑入院時食事療養

費を支払った場
合だけ

ひとり親家庭等
医療費給付事業
　村は、ひとり親家庭などの父または母と、その児童
の医療費の負担を軽減するため、医療費給付事業を実
施しています。

ご存じですか。

【現在、資格証を持っている皆さんへ】
　現在もっている資格証は 7 月 31 日で有効期
限が満了となりますので、更新手続きをお願い
します。

※社会保険に加入している人は平成 23 年 4 月から資
格証を掲示することにより、医療機関窓口での支払い
が必要ありません。（県内の医療機関だけ）
ただし、入院時食事療養費については窓口で支払いを
済ませてください。

問福祉課　☎ 0175（72）2111（内線 149）
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　交番だより Safety Information 　
国際交流International Exchange

　

村
在
住
外
国
人
13
人
が
６

月
15
日
、
戸
鎖
地
区
で
昔
な

が
ら
の
田
植
え
を
体
験
し
ま

し
た
。

　

田
植
え
体
験
は
、
村
在
住

の
外
国
人
に
日
本
の
伝
統
文

化
を
体
験
し
て
も
ら
お
う
と

行
わ
れ
た
も
の
。
戸
田
衛
国

際
交
流
推
進
委
員
長
の
あ
い

さ
つ
の
後
、
一
行
は
神
妙
な

面
持
ち
で
田
ん
ぼ
に
向
か
っ

て
深
々
と
一
礼
、
そ
の
後
、

は
だ
し
で
田
ん
ぼ
に
入
り
、

丁
寧
に
苗
を
植
え
ま
し
た
。

　

終
了
後
は
、
近
く
の
『
い

っ
こ
庵
』
で
戸
鎖
前
田
水
利

組
合
（
木
村
盛
雄
組
合
長
）

の
組
合
員
が
ふ
る
ま
っ
た
手

打
ち
そ
ば
や
そ
ば
餅
に
舌
鼓

を
打
ち
、
秋
の
収
穫
を
楽
し

み
に
し
て
い
ま
し
た
。

　

参
加
者
の
一
人
、
イ
タ
リ

ア
人
の
ア
ン
ド
レ
ア
・
ポ
ラ

ー
ト
さ
ん
は
「
と
て
も
楽
し

く
貴
重
な
体
験
が
で
き
ま
し

た
。
日
本
人
に
受
け
継
が
れ

て
き
た
米
作
り
に
対
す
る
気

持
ち
が
少
し
理
解
で
き
た
よ

う
な
気
が
し
ま
す
」
と
話
し

て
い
ま
し
た
。

　

真
夏
の
暑
さ
の
中
「
あ
ま

り
食
欲
が
な
い
」
と
い
う
人

は
、
ド
イ
ツ
の
ケ
ー
キ
を
２

種
類
作
っ
て
、
楽
し
い
食
事

会
を
し
ま
し
ょ
う
。

　

オ
ー
ブ
ン
さ
え
あ
れ
ば
家

で
も
簡
単
に
作
れ
る
リ
ン
ゴ
ケ

ー
キ
を
、
ド
イ
ツ
国
際
交
流
員

マ
イ
ケ
が
教
え
ま
す
。
青
森
に

ふ
さ
わ
し
い
で
し
ょ
!?

■
日
時　

７
月
25
日
月
午
後

６
時
～

■
場
所　

中
央
公
民
館

■
募
集
人
数　

10
人

■
申
込
期
限　

７
月
19
日
火

■
申
込
先　

国
際
交
流
課

☎
０
１
７
５
（
72
）
２
１
１
１

（
内
線
２
６
２
）

　

ア
ン
ニ
ョ
ン
ハ
セ
ヨ
。

　

韓
国
襄
陽
郡
派
遣
職
員
の

藤
谷
亨
で
す
。

　

韓
国
は
６
月
上
旬
か
ら
気

温
が
20
度
後
半
を
記
録
す
る

日
が
多
く
、
東
北
地
方
か
ら

来
た
私
に
と
っ
て
夏
の
よ
う

な
日
が
続
い
て
い
ま
す
。

　

さ
て
、
今
回
は
６
月
８
日

に
襄
陽
郡
庁
の
イ
ベ
ン
ト
で

行
わ
れ
た
雪ソ

ラ
ク岳

山
登
山
に
つ

い
て
書
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

　

雪ソ
ラ
ク岳

山
は
、
襄
陽
郡
が
あ

る
江カ

ン
ウ
ォ
ン
ド

原
道
（
日
本
の
県
と
同

じ
規
模
）
に
あ
る
山
並
み
の

総
称
で
、
韓
国
の
国
立
公
園

に
指
定
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

襄
陽
郡
を
含
む
４
郡
市

に
ま
た
が
り
、
標
高
は

１
７
０
８
㍍
と
韓
国
第
３
位

の
高
峰
で
す
。
花か

こ
う
が
ん

崗
岩
の

峰
々
が
い
つ
も
雪
が
積
も
っ

て
い
る
よ
う
に
白
く
見
え
る

こ
と
か
ら
雪ソ

ラ
ク岳

山
の
名
が
付

い
た
と
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

今
回
は
、
雪ソ

ラ
ク岳

山
の
最
高

峰
の
大テ

チ
ョ
ン
ボ
ン

青
峰
に
登
る
コ
ー
ス
と

ハ
イ
キ
ン
グ
コ
ー
ス
の
二
つ
が

あ
り
、
私
は
せ
っ
か
く
の
機
会

だ
と
思
い
大テ

チ
ョ
ン
ボ
ン

青
峰
に
上
る
コ
ー

ス
を
選
択
し
ま
し
た
。

　

当
日
は
午
前
８
時
30
分
に

出
発
、
登
山
道
は
予
想
以
上

に
斜
度
が
き
つ
く
、
岩
肌
が

露
出
。
手
を
つ
か
な
い
と
登

れ
な
い
所
や
ロ
ー
プ
に
掴
ま

り
な
が
ら
登
ら
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
所
も
多
く
、
数
回
の

休
憩
を
挟
み
な
が
ら
12
時
過

ぎ
に
よ
う
や
く
頂
上
に
着
き

ま
し
た
。
当
日
は
あ
い
に
く

快
晴
で
は
な
く
、
襄
陽
郡
市

内
を
見
渡
す
こ
と
は
で
き
ま

せ
ん
で
し
た
が
、
頂
上
付
近

の
景
色
は
と
て
も
き
れ
い
で

し
た
。

　

下
山
は
登
っ
た
コ
ー
ス
と

は
別
の
コ
ー
ス
を
行
き
ま
し

た
が
、
標
高
１
０
０
０
㍍
付

近
を
登
っ
た
り
下
っ
た
り
が

続
き
、
情
け
な
い
こ
と
に
最

後
の
２
キ
ロ
く
ら
い
は
膝
が

笑
う
よ
う
な
状
態
に
。
集
合

場
所
へ
着
い
た
の
が
午
後
５

時
30
分
、
予
想
を
遥
か
に
超

え
る
大
イ
ベ
ン
ト
に
な
り
ま

し
た
。

　

韓
国
で
は
今
、
登
山
が
ブ

ー
ム
と
な
っ
て
い
ま
す
。
私

が
雪ソ

ラ
ク岳

山
に
登
っ
た
時
も
多

く
の
登
山
者
の
人
た
ち
と
す

村在住外国人が戸鎖地区で田植え
はだしでの田植え、貴重な体験

れ
違
い
ま
し
た
。
平
日
・
週

末
を
問
わ
ず
多
く
の
人
た
ち

が
登
山
に
出
か
け
ま
す
。
登

山
の
サ
ー
ク
ル
も
た
く
さ
ん

あ
る
よ
う
で
す
。
ま
た
、
そ

れ
に
伴
い
登
山
用
品
を
扱
う

販
売
店
が
多
数
あ
り
、
日
本

の
ア
シ
ッ
ク
ス
も
登
山
用
品

を
多
数
扱
っ
て
い
ま
す
。

　

今
回
の
雪ソ

ラ
ク岳

山
の
登
山
を

体
験
し
て
、
登
山
で
身
体
を

鍛
え
、
そ
し
て
い
ろ
い
ろ
な

物
を
た
く
さ
ん
食
べ
、
お
酒

を
楽
し
く
飲
む
こ
と
が
韓
国

人
の
健
康
の
秘
訣
で
は
な
い

か
と
感
じ
ま
し
た
。

に
や
め
ま
し
ょ
う
。

　

水
上
オ
ー
ト
バ
イ
は
小
型

船
舶
操
縦
士
の
免
許
が
必
要

で
す
。

　

平
成
22
年
中
に
お
け
る
全

国
の
刑
法
犯
少
年
の
検
挙
・

補
導
人
員
は
、
前
年
と
比
較

し
て
、
７
年
連
続
の
減
少
と

な
り
ま
し
た
が
、
少
年
が
関

係
す
る
凶
悪
事
件
が
発
生
す

る
な
ど
、
少
年
を
取
り
巻
く

情
勢
は
深
刻
で
す
。

　

一
方
、
本
県
で
は
、
刑
法

犯
少
年
の
検
挙
・
補
導
人
員

は
３
年
連
続
で
減
少
し
て
い

た
も
の
が
増
加
に
転
じ
、
特

に
触
法
少
年
（
14
歳
未
満
）

が
前
年
よ
り
大
幅
に
増
加
し

て
お
り
、
非
行
の
低
年
齢
化

が
懸
念
さ
れ
ま
す
。

　

子
ど
も
た
ち
を
非
行
や
犯

罪
か
ら
守
る
た
め
に
は
、
保

護
者
、
学
校
、
地
域
な
ど
が

協
力
し
て
安
全
に
暮
ら
せ
る

環
境
を
作
る
こ
と
が
大
切
で

す
。
ま
た
、
子
ど
も
も
自
分

自
身
を
守
る
た
め
の
強
い
気

持
ち
を
養
う
こ
と
が
重
要
で

す
。

　

親
子
の
対
話
を
大
切
に
、

ま
た
、
地
域
社
会
に
お
い
て

は
、
子
ど
も
一
人
ひ
と
り
に

目
を
配
り
、
非
行
を
見
逃
さ

な
い
よ
う
愛
の
一
声
を
か
け

て
あ
げ
ま
し
ょ
う
。

少
年
問
題
に
関
す
る
ご
相
談

は
「
ヤ
ン
グ
テ
レ
ホ
ン
」

☎
０
１
２
０
（
58
）
７
８
６
７

（
警
察
本
部
少
年
課
）

☎
０
１
７
（
７
７
６
）
７
６
７
６

（
青
森
）

☎
０
１
７
８
（
22
）
７
６
７
６

（
八
戸
）

☎
０
１
７
２
（
35
）
７
６
７
６

（
弘
前
）

※
受
け
付
け
は
、
土
日
・
祝

日
・
年
末
年
始
を
除
く
午
前	

８
時
30
分
～
午
後
５
時

　

な
お
、
夜
間
・
休
日
な
ど

で
急
ぐ
と
き
は
、
最
寄
り
の

警
察
署
ま
た
は
警
察
安
全
相

談
窓
口
（
＃
９
１
１
０
）
へ
。

　

こ
れ
か
ら
夏
休
み
の
時
期

に
入
り
、
子
ど
も
た
ち
が
屋

外
で
遊
ぶ
機
会
が
増
え
、
子

ど
も
の
交
通
事
故
が
多
発
す

る
傾
向
に
あ
り
ま
す
の
で
、

次
の
こ
と
を
意
識
し
、
子
ど

も
を
交
通
事
故
か
ら
守
り
ま

し
ょ
う
。

■
自
転
車
乗
車
中
の
事
故
を

防
ぐ
た
め
に

　

道
路
交
通
法
で
は
13
歳
未

満
の
子
ど
も
に
は
保
護
者
が

ヘ
ル
メ
ッ
ト
を
着
用
さ
せ
る

よ
う
に
努
め
る
こ
と
と
さ
れ

て
い
ま
す
。

　

保
護
者
は
、
子
ど
も
が
自

転
車
に
乗
る
と
き
に
、
ヘ

ル
メ
ッ
ト
を
か
ぶ
ら
せ
ま

し
ょ
う
。

■
自
動
車
同
乗
中
の
事
故

を
防
ぐ
た
め
に

　

チ
ャ
イ
ル
ド
シ
ー
ト
の

使
用
は
、
運
転
者
の
責
任

で
す
。
同
乗
す
る
子
ど
も

を
守
る
た
め
、
子
ど
も
の

発
育
の
程
度
や
体
格
に

合
っ
た
チ
ャ
イ
ル
ド
シ
ー

ト
を
必
ず
使
用
し
て
く
だ

さ
い
。

■
歩
行
中
の
事
故
を
防
ぐ

た
め
に

　

子
ど
も
は
、
遊
び
や
目

の
前
の
こ
と
に
夢
中
に
な

る
余
り
、
周
り
の
安
全
を

② 5 月末の村の物件事故発生状況
平成 23 年 22 年

前年比
5 月中 累計 累計

11 106 117 － 11

① 5 月末の村の人身事故発生状況
平成 23 年 22 年 前年比5 月中 累計 累計

発
生

死
者

傷
者

発
生

死
者

傷
者

発
生

死
者

傷
者

発
生

死
者

傷
者

3 0 3 12 2 17 6 0 8 6 2 9

毎月６日は、六ヶ所村民交通安全の日

子
ど
も
の
交
通
事
故

を
防
止
し
よ
う

夏
休
み
中
の
少
年
非

行
と
犯
罪
被
害
を
防

止
し
よ
う

　

楽
し
い
は
ず
の
夏
場
の
レ

ジ
ャ
ー
も
、
毎
年
、
海
や
川

な
ど
の
事
故
で
多
く
の
尊
い

命
が
失
わ
れ
て
い
ま
す
。

　

昨
年
の
７
・
８
月
に
は
、

14
件
22
人
の
水
難
事
故
が
発

生
し
９
人
の
人
が
亡
く
な
っ

て
い
ま
す
。

●
遊
泳
中
の
事
故
を
防
止
す

る
た
め
の
注
意
点

○
遊
泳
禁
止
の
立
て
看
板
が

あ
る
場
所
や
岩
場
、
潮
の
流

れ
の
速
い
場
所
で
は
、
絶
対

に
泳
が
な
い

○
保
護
者
は
、
水
遊
び
を
し

て
い
る
子
ど
も
か
ら
目
を
離

さ
な
い

○
風
の
強
い
日
や
波
の
高
い

日
は
泳
が
な
い

○
泳
ぐ
前
に
は
必
ず
準
備
運

動
を
す
る

○
飲
酒
後
の
遊
泳
は
絶
対
に

し
な
い

水
上
オ
ー
ト
バ
イ
を
運
転
す

る
皆
さ
ん
へ

　

全
国
的
に
水
上
オ
ー
ト
バ

イ
が
普
及
し
て
い
ま
す
。

　

水
上
オ
ー
ト
バ
イ
で
の
海

水
浴
場
へ
の
乗
り
入
れ
や
遊

泳
者
へ
の
接
近
は
、
衝
突
事

故
の
危
険
が
あ
る
の
で
絶
対

夏の水難事故を防止しよう
尊い命、大切に

村
派
遣
職
員
が
ヤ
ン
ヤ
ン
郡

で
の
暮
ら
し
を
紹
介
し
ま
す

今
日
も
襄
陽
日
和
で
す
。

マ
イ
ケ
と
お
い
し
い
ド

イ
ツ
風
ケ
ー
キ
を
作
り

ま
せ
ん
か

確
認
し
な
い
ま
ま
道
路
上
に

飛
び
出
す
こ
と
が
あ
り
ま

す
。

　

ド
ラ
イ
バ
ー
は
、

①
子
ど
も
の
近
く
を
通
る
と

き
は
、
速
度
を
落
と
し
て
、

安
全
な
間
隔
を
保
っ
て
走
る

②
見
通
し
の
悪
い
交
差
点
や

駐
車
車
両
な
ど
の
脇
を
通
行

す
る
際
は
、
速
度
を
落
と
し

て
、
飛
び
出
し
て
く
る
子
ど

も
な
ど
が
い
な
い
か
確
認
す

る
こ
と
を
守
り
ま
し
ょ
う
。

㊧襄陽郡の名峰「雪岳山」。
斜度がきつく、予想以上に
難度が高い
㊤雪岳山の最高峰「大青峰」
の頂上での一枚。付近の景
色はとてもきれいでした

豊作を願い、手作業で丁寧に苗を植えました

交
番
だ
よ
り

医
療

健
康

国
際
交
流

交
番
だ
よ
り

医
療

健
康

国
際
交
流
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　健康 Health 　医療Medical

る
こ
と
は
で
き
る
の
で
し
ょ

う
か
。
ど
う
や
っ
て
？

❷
失
わ
れ
た
手
足

　

脳
卒
中
の
方
は
大
抵
右
か

左
の
同
じ
側
の
手
と
足
が
不

自
由
に
な
り
ま
す
。
リ
ハ
ビ

リ
を
う
ん
と
頑
張
っ
て
、
そ

の
後
も
リ
ハ
ビ
リ
を
続
け
る

の
で
す
が
、
完
全
に
以
前
の

姿
に
も
ど
る
こ
と
は
ま
れ
で

す
。　

　

失
っ
た
（
う

ま
く
動
か
な
く

な
っ
た
）
手
足

へ
の
大
き
な
喪

失
感
の
後
に

は
、
社
会
復
帰

へ
の
不
安
が
や

っ
て
き
ま
す
。

ま
た
友
人
や
家
族
や
子
ど
も

に
対
し
て
は″
ひ
け
め″
を
感

じ
る
こ
と
が
多
い
よ
う
で

す
。
自
信
や
プ
ラ
イ
ド
が
揺

ら
ぎ
、
気
分
が
落
ち
込
む
こ

と
も
あ
り
ま
す
。

　

混
乱
し
な
が
ら
、
嘆
き
な

が
ら
悩
ん
だ
末
に
、
よ
う
や

く
新
し
い
自
分
を
認
め
ら
れ

る
よ
う
に
な
っ
た
時
に
、
は

じ
め
て
リ
ハ
ビ
リ
は
本
来
の

力
を
発
揮
す
る
と
い
わ
れ
て

失ったものの見つけ方
　

東
日
本
大
震
災
で
は
多
く

の
も
の
が
失
わ
れ
ま
し
た
。

人
や
も
の
や
仕
事
や
思
い
出

ま
で
。
診
療
所
で
も
被
災
地

か
ら
お
い
で
に
な
っ
た
方
た

ち
数
人
と
お
会
い
し
ま
し

た
。

　

こ
の
大
惨
事
を
通
し
て
多

く
の
人
が
自
分
あ
る
い
は
ご

家
族
の
命
の
意
味
を
考
え
る

機
会
に
な
っ
た
か
も
し
れ
ま

せ
ん
。

　

失
っ
た
も
の
は
果
た
し
て

見
つ
け
る
こ
と
が
で
き
る
の

で
し
ょ
う
か
。

❶
日
常
的
な
喪
失

　

大
震
災
や
戦
争
に
よ
っ
て

失
わ
れ
る
命
と
日
常
的
に
失

わ
れ
る
も
の
は
本
来
等
価
で

す
が
、
日
常
の
喪
失
は
、
そ

の
言
葉
の
意
味
上
、
あ
ま
り

に
あ
り
ふ
れ
て
い
る
の
で
強

く
意
識
さ
れ
る
こ
と
は
あ
り

ま
せ
ん
。

　

身
内
の
死
は
自
分
の
家
族

に
と
っ
て
大
き
な
衝
撃
に
な

る
も
の
の
、
そ
れ
は
今
回
の

よ
う
に
人
類
あ
る
い
は
民
族

と
い
う
単
位
で
感
じ
ら
れ
る

こ
と
で
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、

そ
の
喪
失
感
は
同
質
の
も
の

で
し
ょ
う
。

　

日
常
的
に
失
わ
れ
る
の
は

生
命
だ
け
で
は
な
く
、
例
え

ば
脳
卒
中
に
よ
っ
て
片
方
の

手
足
が
動
き
に
く
く
な
る
こ

と
や
、
手
術
で
胃
袋
が
な
く

な
る
こ
と
な
ど
も
、
本
人
や

家
族
あ
る
い
は
職
場
に
と
っ

て
大
き
な
喪
失
と
な
り
ま

す
。

　

ま
た
糖
尿
病
な
ど
の
慢
性

疾
患
で
今
ま
で
の
食
生
活
を

変
え
る
こ
と
や
、
変
形
し
た

膝
の
た
め
に
行
動
が
変
わ
る

こ
と
も
、
考
え
て
み
れ
ば
喪

失
＝
失
う
こ
と
に
他
な
り
ま

せ
ん
。
こ
う
し
て
み
る
と
、

日
常
的
に
失
う
も
の
の
多
さ

に
驚
く
ば
か
り
で
す
。

　

私
た
ち
は
、
失
う
こ
と
に

ど
の
よ
う
に
し
て
対
応
し
て

い
る
の
で
し
ょ
う
か
。
そ
し

て
、
失
っ
た
も
の
を
見
つ
け

尾駮診療所　所長

松岡 史彦 

6 月 4 ～ 10 日は歯の衛生習慣です

い
ま
す
。

　

言
葉
で
は
あ
ま
り
に
簡
単

で
す
が
、
そ
こ
に
至
る
道
は

本
当
に
険
し
く
て
、
リ
ハ
ビ

リ
す
る
こ
と
の
意
味
を
結
局

は
自
分
で
見
つ
け
出
す
こ
と

が
で
き
る
か
ど
う
か
に
か
か

っ
て
い
ま
す
。

　

自
分
で
歩
く
に
は
自
分
で

歩
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と

い
う
の
は
同
語
反
復
で
し
か

な
い
の
で
す
が
。

　

機
能
の
低
下
し
た
手
足
が

新
し
い
意
味
を
も
っ
て
違
っ

た
動
き
を
伴
っ
て
、
新
し
い

人
の
新
し
い
手
足
に
な
る
の

で
す
。
失
っ
た
も
の
は
そ
の

姿
を
変
え
て
再
生
す
る
か
の

よ
う
で
す
。

❸
失
わ
れ
た
記
憶

　

認
知
症
の
方
に
感
じ
る
切

な
さ
の
理
由
は
、
彼
ら
が
初

期
段
階
で
自
分
の
異
常
に
心

の
奥
で
気
づ
き
な
が
ら
そ
れ

を
必
死
で
否
定
し
よ
う
と
し

た
時
に
示
す
妄
想
や
怒
り
や

不
安
だ
け
で
は
あ
り
ま
せ

ん
。

　

最
も
失
い
た
く
な
か
っ
た

は
ず
の
子
ど
も
た
ち
と
の
記

憶
、
あ
る
い
は
愛
す
る
人
の

記
憶
を
、
本
人
が
気
づ
か
な

い
ま
ま
に
失
っ
て
ゆ
く
と
い

う
残
酷
さ
を
目
の
当
た
り
に

し
た
と
き
で
す
。

　

認
知
症
の
方
た
ち
の
失
っ

た
記
憶
は
、
た
ま
に
う
わ
ご

と
に
な
っ
て
彼
ら
の
口
に
上

り
ま
す
が
、
そ
れ
は
ま
る
で

一
瞬
の
明
滅
の
よ
う
で
す
。

　

多
く
は
残
さ
れ
た
子
ど
も

た
ち
や
友
や
配
偶
者
の
記
憶

の
中
に
生
き
残
る
だ
け
な
の

で
す
。

　

本
人
に
と
っ
て
失
わ
れ
た

も
の
が
彼
以
外
の
人
に
残
さ

れ
て
ゆ
く
。
残
さ
れ
た
人
が

そ
の
記
憶
に
新
た
な
意
味
を

与
え
た
時
に
、
彼
か
ら
奪
わ

れ
た
記
憶
は
新
た
な
命
を
得

る
こ
と
で
し
ょ
う
。
そ
こ
に

こ
そ
失
わ
れ
た
彼
が
み
つ
か

る
の
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

　

そ
こ
に
至
る
道
も
ま
た
ど

れ
だ
け
多
く
の
汗
や
涙
が
必

要
で
あ
る
こ
と
か
、
気
の
遠

く
な
る
よ
う
な
。

　

こ
の
世
に
残
さ
れ
た
も
の

が
も
し
こ
の
世
か
ら
失
わ
れ

た
も
の
を
捜
す
な
ら
、
こ
の

よ
う
な
形
し
か
な
い
よ
う
な

気
が
し
ま
す
。

自
死
遺
族
の
つ
ど
い

大
切
な
人
を
亡
く
し
た

あ
な
た
へ

食中毒に気をつけて
７～８月は腸炎ビブリオ菌が猛威をふるいます

●今月の歯ッピーエンゼルたち●
5 月 31日の３歳児健診で
虫歯のなかった子どもたち

赤坂莉菜ちゃん 萩生咲絢ちゃん

小野寺昴太くん金山虎夫くん

よ い 歯 で 歯 ッ ピ ー

　

大
切
な
人
を
自
死
で
失
う

の
は
、
と
て
も
つ
ら
い
こ
と

で
す
。

　

つ
ら
い
気
持
ち
を
誰
に
も

話
せ
な
か
っ
た
り
、
自
分
自

身
を
責
め
続
け
た
り
し
て
い

な
い
で
し
ょ
う
か
。

　
「
つ
ど
い
」
は
、
大
切
な

人
を
亡
く
し
た
同
じ
思
い
を

抱
え
て
い
る
人
が
集
ま
り
、

自
分
の
体
験
や
思
い
を
心
お

き
な
く
、
あ
り
の
ま
ま
に
話

せ
る
安
心
な
場
所
で
す
。

■
日
時

７
月
９
日
土

午
後
１
時
半
～
３
時
半

■
場
所

八
戸
駅

ユ
ー
ト
リ
ー
４
階

■
対
象　

自
死
で
家
族
・
友

人
、
恋
人
な
ど
大

切
な
人
を
亡
く
し

た
人

腸
炎
ビ
ブ
リ
オ
食
中
毒
の

特
徴

■
感
染
源

　

海
で
取
れ
る
生
の
魚
、貝
、

イ
カ
な
ど
の
魚
介
類
に
付
着

し
て
い
る
。

■
増
殖
の
様
子

　

長
時
間
の
室
内
放
置
な

ど
、
不
衛
生
な
取
り
扱
い
で

他
の
菌
の
倍
以
上
の
ス
ピ
ー

ド
で
増
殖
す
る
。

■
潜
伏
期
間
、
症
状

　

平
均
12
時
間
の
潜
伏
後
、

激
し
い
腹
痛
、
下
痢
、
吐
き

気
、
嘔
吐
、
発
熱
な
ど

予
防
の
ポ
イ
ン
ト

■
食
品
の
購
入

　
「
生
食
用
」「
刺
身
用
」
と

い
っ
た
表
示
を
確
認
し
て
買

う
。魚
介
類
は
最
後
に
買
い
、

寄
り
道
せ
ず
帰
宅
す
る
。
氷

を
入
れ
る
な
ど
食
品
を
冷
や

す
よ
う
に
し
て
持
ち
帰
る
。

■
家
庭
で
の
保
存

　

魚
介
類
を
持
ち
帰
っ
た
ら

す
ぐ
に
冷
蔵
庫･

冷
凍
庫
に

入
れ
る
。
密
閉
容
器
で
保
存

す
る
。

■
調
理

　

魚
介
類
は
流
水
で
十
分
に

洗
う
。
で
き
る
だ
け
魚
専
用

の
包
丁
、ま
な
板
を
使
用
し
、

調
理
後
は
洗
浄
後
、
熱
湯
消

毒
す
る
。

■
食
事

　

刺
身
や
寿
司
な
ど
は
冷
蔵

庫
か
ら
出
し
て
２
時
間
以
内

に
は
食
べ
る
。
法
事
な
ど
で

出
さ
れ
た
料
理
、
特
に
刺
身

な
ど
は
絶
対
に
持
ち
帰
ら
な

い
。

食
中
毒
を
起
こ
し
た
と
き
の

応
急
対
応

○
全
身
を
毛
布
な
ど
で
く
る

ん
で
温
か
く
す
る

○
大
量
の
水
を
飲
ま
せ
、
胃

の
中
身
を
吐
か
せ
る

○
食
べ
残
し
た
も
の
や
吐
い

た
も
の
を
ビ
ニ
ー
ル
袋
に
保

存
し
、
医
者
に
見
せ
ら
れ
る

よ
う
に
す
る

○
嘔
吐
後
は
ス
ポ
ー
ツ
ド
リ

ン
ク
や
番
茶
を
何
回
か
に
分

け
て
飲
ま
せ
、
水
分
を
補
給

す
る

■婦人健診
　10 月 17 日午後 5時以降に実施
される婦人健診は後日、広報でご案内します。
　この健診は、仕事でなかなか受診できずにい
る女性を対象に実施します。
　人数に限りがありますので仕事をしている人
に限ります。ご協力をお願いします。
　詳しくは広報でご案内しますので、お待ちく
ださい。
■がん検診
　7月 30 日土、31 日日にスワニーでがん検診
を実施します。受診したい人は、問診票・検査
容器を送付しますので、申し込んでください。
○申込先　健康課　☎ 0175（72）2794

婦人健診・がん検診についてのお知らせ

交
番
だ
よ
り

医
療

健
康

国
際
交
流

交
番
だ
よ
り

医
療

健
康

国
際
交
流
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　5 月の農業委員会定例総会が
5 月 19 日、中央公民館１階会
議室で開催され、下記案件が原
案通り議決・承認されました。
■報告第 5 号　農地法第 18 条
第６項の規定による届出につい
て　　　　　　		1 件 29,517㎡
■議案第 12 号　農地法第３条
の規定による許可申請について

2 件 1,995㎡
■議案第 13 号　農地法第５条
の規定による農地転用許可申請
について　　　　1 件 3,062㎡
■議案第 14 号　農用地利用集
積計画（案）について

4 件 564,058㎡

＊総会の傍聴・会議録の縦覧ができます。

問農業委員会　
☎ 0175(72)2111（内 271 ～ 273）

農業委員会だより
発注工事名 落札業者名 契約金額（税込）

六ヶ所村南地区家庭ごみ収集運搬業務委託 ㈲平成運送 1659 万円

六ヶ所村北地区家庭ごみ収集運搬業務委託 ㈲ひまわり 1722 万円

六ヶ所村中地区家庭ごみ収集運搬業務委託 大道運輸㈱ 1622 万 2500 円

教育委員会管理施設浄化槽維持管理業務委託 黒松共同企業体 519 万 7500 円

下水道施設機械警備業務委託 ㈲北東ビル管理 77 万 7000 円

ゆとりの駐車帯清掃業務委託 総合技研㈱ 91 万 3500 円

庁舎夜間警備業務委託 ㈲北東ビル管理 1138 万 6620 円

教育委員会管理施設機械警備業務委託 ㈲北東ビル管理 847 万 5012 円

教育委員会管理施設清掃業務委託（その 1） ㈲北東ビル管理 514 万 8276 円

庁舎等日常清掃業務委託 ㈱北大管財 487 万 7460 円

尾駮診療所・保健健康センター清掃業務委託 ㈲北東ビル管理 474 万 2346 円

日常清掃業務委託 ㈲北東ビル管理 79 万 2225 円

教育委員会管理施設消防設備保守点検業務委託 ㈲三晃ビルサービスセンター 226 万 6950 円

教育委員会管理施設自家用電気工作物等保安業務委託 佐藤電気管理事務所 229 万 3200 円

水道施設自家用電気工作物保安点検業務委託 佐藤電気管理事務所 109 万 3680 円

下水道施設自家用電気工作物保安点検業務委託 佐藤電気管理事務所 79 万 5060 円

平成 23 年度六ヶ所村議会だより印刷業務 ㈲アート印刷 71 万 640 円

平成 23 年度「広報ろっかしょ」印刷業務 協同印刷工業㈱ 174 万 8628 円

公営住宅外１浄化槽維持管理業務委託 総合技研㈱ 129 万 9900 円

（仮称）総合医療福祉施設事業認定業務・測量用地調査等業務委託 ㈱みちのく計画 2362 万 5000 円

平沼プール改修工事 平成産業㈱ 981 万 7500 円

定期清掃業務委託 ㈲北東ビル管理 47 万 2500 円

千歳 1 号線外１実施設計業務委託 ㈱出雲 1071 万円

（仮称）総合医療福祉施設地質調査業務委託 ㈱カネナカ技研 619 万 5000 円

平沼保育所改修工事 ㈲前田建設 981 万 7500 円

泊地区ふれあいセンターコピー機購入 ㈲ナスコ 105 万円

複写機購入事業 ㈱佐々木商店 94 万 5000 円

泊第二保育所外壁改修工事 ㈲野田建設 232 万 5750 円

旧千歳平診療所解体工事 ㈲ワトーテック 1537 万 2000 円

新城平ゲートボール場改修工事 ㈲佐藤興業 257 万 2500 円

庁舎前環境維持管理業務委託 葛西産業㈱ 441 万円

庁舎等定期清掃業務委託 ㈲北東ビル管理 361 万 950 円

南部処理区管渠第 64 号工事 小泉建設㈱ 1900 万 5000 円

南部処理区管渠第 65 号工事 ㈲大藤工業 2533 万 6500 円

南部処理区管渠第 66 号工事 ㈱鳥谷部建設工業 2551 万 5000 円

コピー・ＦＡＸ複合機購入事業 ㈲赤沼商販 110 万 2500 円

問財政課　☎ 0175（72）2111（内線 244）

入札結果（3・4・5 月分）をお知らせします

　火おこしや石器を使っての料
理体験など、大自然の中で思い
っきり遊んでみませんか。多数
の参加をお待ちしています。
■期日　8 月 9 日火～ 10 日水
１泊２日
■対象　村内小学校４～６年生
■定員　先着 10 人
■ 参 加 料　500 円（材料費・
保険代など）
■申込期限　７月 28 日木
■備考　申し込んだ人には、縄
文キャンプの詳細内容を送付し
ます。申込み時は、お名前・学
校名・学年・住所・電話番号を
教えてください。平日ですので、
子どもたちの送迎は当館で行い
ます
■申込み先　村立郷土館　担
当：佐藤・大間　
☎ 0175（72）2306
Fax　0175（72）2307

縄文キャンプ
参加者募集

 Rokkasho News and Information
　

六
ヶ
所
村
行
政
連
絡
員
協
議

会
（
髙
田
義
則
会
長
）
は
６
月
８

日
、
東
日
本
大
震
災
の
被
災
者

へ
の
義
援
金
９
１
０
，
５
０
０

円
を
青
森
県
災
害
対
策
本
部
へ

送
金
し
ま
し
た
。

　

義
援
金
は
、
青
森
県
内
の
被

災
者
へ
の
生
活
支
援
の
た
め
に

使
わ
れ
る
予
定
で
す
。

　

地
域
伝
統
芸
能
の
全
国
イ
ベ

ン
ト｢

日
本
の
祭
り
in
あ
お
も
り

２
０
１
１
」
が
９
月
24
日
、
25
日

に
青
森
市
文
化
会
館
と
青
森
ベ
イ

エ
リ
ア
で
開
催
さ
れ
ま
す
。

　

県
外
か
ら
は
宮
崎
県
の
「
高

千
穂
神
楽
」
や
岩
手
県
の
「
北

上
鬼
剣
舞
」、
徳
島
県
の
「
阿
波

お
ど
り
」
な
ど
が
、
海
外
か
ら

は
韓
国
や
台
湾
な
ど
の
伝
統
芸

能
が
出
演
。
県
内
か
ら
は
五
所

川
原
市
の
「
立
佞
武
多
」、
青
森

市
の
「
ね
ぶ
た
祭
り
」、
八
戸
市

の
「
え
ん
ぶ
り
」
な
ど
が
出
演

し
ま
す
。

　

サ
ブ
会
場
で
は
、「
あ
お
も
り

う
ま
い
も
の
市
」、「
ご
当
地
グ
ル

メ
屋
台
村
」
な
ど
の
各
種
イ
ベ

ン
ト
も
行
わ
れ
ま
す
。

　

両
会
場
と
も
入
場
無
料
で
す

が
、
青
森
市
文
化
会
館
会
場
は
事

前
の
申
し
込
み
が
必
要
で
す
。
観

覧
を
希
望
す
る
人
は
次
の
方
法
に

よ
り
申
し
込
ん
で
く
だ
さ
い
。

■
申
込
方
法　

公
式
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
観
覧
募
集
フ
ォ
ー
ム
、は
が
き
、

メ
ー
ル
、
℻
の
い
ず
れ
か

■
記
載
内
容
　
郵
便
番
号
▼
住

所
▼
氏
名
▼
電
話
番
号
▼
希
望

人
数
（
１
申
し
込
み
に
つ
き
２

人
ま
で
）

■
観
覧
希
望
日　

９
月
24
日
土
、

25
日
日
の
い
ず
れ
か

■
応
募
先

①
は
が
き

〒
０
３
０
―
８
５
７
０　

青
森

市
長
島
１
丁
目
１
の
１

青
森
県
庁
観
光
交
流
推
進
課
内

「
日
本
の
祭
り
」
観
覧
希
望
係

②
メ
ー
ル

shinkanko@
pref.aom

ori.1g.jp

③
フ
ァ
ク
ス

０
１
７
（
７
３
４
）
８
１
２
６

■
申
込
期
限
　

８
月
19
日
金
（
必
着
）

　

詳
し
く
は
、
県
観
光
交
流

推
進
課
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

（http://m
atsuri2011.jp/

）

を
ご
覧
に
な
る
か
、
同
課
へ
問

い
合
わ
せ
て
く
だ
さ
い
。

問
県
観
光
交
流
推
進
課　

☎
０
１
７
（
７
３
４
）
９
３
８
９

　

航
空
自
衛
隊
三
沢
基
地
で

は
、
基
地
周
辺
の
皆
さ
ま
と
親

睦
を
深
め
る
た
め
、
基
地
の
一

部
を
開
放
し
て
「
夏
休
み
ち
び

っ
子
ヤ
ン
グ
大
会
」
を
開
催
し

ま
す
。（
天
候
に
よ
り
一
部
変

更
ま
た
は
中
止
と
な
り
ま
す
）

■
日
時

①
開
催
日
　
７
月
28
日
木
午

前
、
午
後
各
２
時
間

②
基
地
正
門
前
集
合
時
間

午
前
の
部
　
午
前
８
時
45
分

（
午
前
９
時
出
発
）

午
後
の
部
　
午
後
０
時
45
分				

（
午
後
１
時
出
発
）

■
場
所
　
航
空
自
衛
隊
三
沢
基

地
（
受
付
場
所
は
正
門
右
側
駐

車
場
で
す
）

■
対
象
者
　
基
地
周
辺
市
町
村

の
園
児
以
上
で
、
中
学
生
以
下

　

た
だ
し
、
小
学
３
年
生
以
下

は
保
護
者
同
伴
が
必
要
で
す

■
内
容

①
航
空
機
や
大
型
車
両
な
ど
の

見
学

②
北
空
音
楽
隊
の
ミ
ニ
演
奏
会

③
各
種
ゲ
ー
ム

■
応
募
方
法
　
電
話

※
応
募
は
平
日
に
お
願
い
し
ま

す
。
先
着
順
で
、
午
前
・
午
後

各
１
５
０
人
に
達
し
た
時
点
で

締
め
切
り
ま
す

■
申
込
先

航
空
自
衛
隊
三
沢
基
地
第
３
航

空
団
監
理
部
広
報
班

☎
０
１
７
６
（
53
）
４
１
２
１

（
内
線
３
３
１
３
）

■
「
後
期
高
齢
者
医
療
被
保
険

者
証
の
一
斉
更
新
」
に
つ
い
て

　

平
成
23
年
８
月
１
日
は
被
保

険
者
証
の
更
新
日
で
す
。

　

新
し
い
被
保
険
者
証
は
、
７

月
下
旬
に
「
六
ヶ
所
村
か
ら
郵

送
」
さ
れ
、
有
効
期
限
は
平
成

25
年
７
月
31
日
ま
で
と
な
り
ま

す
。（
た
だ
し
、
保
険
料
の
滞

納
な
ど
の
理
由
に
よ
り
納
付
相

談
の
必
要
な
人
は
、
有
効
期
限

お
よ
び
更
新
時
期
が
異
な
る
場

合
が
あ
り
ま
す
）

　

現
在
使
っ
て
い
る
被
保
険
者

証
は
、
23
年
８
月
１
日
以
降
に

六
ヶ
所
村
健
康
課
窓
口
に
返
還

し
て
く
だ
さ
い
。（
郵
送
に
よ

る
返
還
も
で
き
ま
す
）

・
交
付
後
は
記
載
内
容
を
ご
確
認

の
上
、
誤
り
が
あ
っ
た
ら
健
康

課
窓
口
に
お
申
し
出
く
だ
さ
い
。

・
新
し
い
被
保
険
者
証
は
、
裏

面
に
臓
器
提
供
の
意
思
表
示

（
提
供
す
る
・
提
供
し
な
い
）

が
記
入
で
き
る
よ
う
に
な
り
ま

し
た
。
な
お
、
意
思
表
示
の
記

入
は
、義
務
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

・
22
年
中
の
所
得
状
況
な
ど
に

よ
り
、
８
月
１
日
か
ら
医
療
機

関
窓
口
で
の
自
己
負
担
割
合
が

変
わ
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

・
そ
の
他
不
明
な
点
は
、
六
ヶ

所
村
健
康
課
（
☎
０
１
７
５

（
72
）
２
１
１
１
内
線
１
４
３
）

ま
た
は
青
森
県
後
期
高
齢
者

医
療
広
域
連
合
（
☎
０
１
７

（
７
２
１
）
３
８
２
１
）
に
問

い
合
わ
せ
て
く
だ
さ
い
。

■
「
後
期
高
齢
者
医
療
限
度
額

適
用
・
標
準
負
担
額
減
額
認
定

証
」
に
つ
い
て

【
平
成
22
年
度
に
交
付
を
受
け

て
い
る
人
】

　

現
在
使
っ
て
い
る
後
期
高
齢

者
医
療
限
度
額
適
用
・
標
準
負

担
額
減
額
認
定
証
は
、
平
成
23

年
７
月
31
日
が
有
効
期
限
で
す
。

　

22
年
中
の
所
得
状
況
な
ど
に

よ
り
、
23
年
度
も
引
き
続
き
低
所

得
Ⅱ
ま
た
は
低
所
得
Ⅰ
と
判
定

さ
れ
た
人
に
は
、
新
し
い
被
保
険

者
証
と
共
に
新
し
い
認
定
証
が

交
付
さ
れ
ま
す
の
で
、
更
新
手
続

き
の
必
要
は
あ
り
ま
せ
ん
。

　

な
お
、
新
し
い
認
定
証
の
有

効
期
限
は
24
年
７
月
31
日
と
な

り
ま
す
。

後
期
高
齢
者
医
療
制
度

加
入
の
皆
さ
ま
へ

村
行
政
連
絡
協
が

義
援
金
を
送
付

夏
休
み
ち
び
っ
子
ヤ
ン

グ
大
会
開
催

全
国
の
伝
統
的
な
お
祭

り
が
青
森
に
集
結
！

「
日
本
の
祭
り
in
あ
お

も
り
２
０
１
１
」
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六ヶ所村役場☎ 0175-72-2111（代表）　　村のホームページ　http://www.rokkasho.jp/

館
たて

　　彩
さくら

桜（義徳）泊
赤
あかいし

石　　唯
ゆい

（誠二）泊
坂
さかもと

本　萌
もえか

花（真也）尾駮レイクタウン
佐
さとう

藤　笑
にこ

心（真治）千歳平
秋
あきと

戸　瑠
るか

花（大仁）二又
坪
つぼ

　莉
りくと

玖斗（隆将）泊
中
なかむら

村　胡
こと

音（隆幸）泊
瀬
せがわ

川　橙
とうご

吾（勝也）泊
新
にいじま

島　琉
るい

生（誠広）泊
安
やすむら

村　悠
ゆうた

汰（孝行）尾駮レイクタウン
宮
みやこ

古　舞
まいん

音（拓哉）中志
三
みかど

角　結
ゆいと

翔（優久）尾駮レイクタウン
渡
わたなべ

部　矢
やこ

子（大作）平沼
戸

とだ

田　大
だいが

雅（武）　　千歳

六ヶ所村の人口
（5 月 31 日現在）

区分 人口 前月比

男 5,966 － 13
女 5,251 － 4
計 11,217 － 17

世帯数 4,522 ＋ 1

お誕生おめでとう
（　）内は保護者名

ご結婚おめでとう

お悔やみ申し上げます
平浜　よし　　94 才（泊）
佐々木フジヱ　84 才（泊）
浜中　ミヨ　　77 才（泊）
菊池　彩乃　　14 才（睦栄）
安藤　安雄　　85 才（端）
相内　とし　　87 才（倉内）
鳥山和一郎　　75 才（千歳平）
中村　定藏　　78 才（泊）
佐々木末治　　75 才（老部川）
髙野　政守　　61 才（泊）
橋本　はつ　　87 才（泊）
中村トキヱ　　84 才（中志）
久保　保久　　86 才（千歳平）
桶田　スヱ　　98 才（泊）
川畑　昭語　　75 才（二又）
5 月届け出分。届け出時に、本誌への掲
載を希望した人だけ載せています。
問住民課　☎ 0175-72-2111（内線 116）

戸籍の窓

Information Square

佐々木　愁（神奈川県）
水戸　礼菜（泊）
秋戸　翔太（二又）
坂上　　都（泊）

村
は
、
高
齢
者
を
介
護
し

て
い
る
家
族
の
心
身
の
リ
フ
レ

ッ
シ
ュ
を
図
る
こ
と
を
目
的
に

家
族
介
護
者
交
流
事
業
を
行
い

ま
す
。

■
日
程　

７
月
30
日
土
～
31
日

日
〔
１
泊
２
日
〕

■
場
所　

下
北
方
面

■
定
員　

在
宅
で
高
齢
者
を
介

護
し
て
い
る
家
族
約
12
人
（
定

員
に
な
り
次
第
、
締
め
切
ら
せ

て
い
た
だ
き
ま
す
）

問
た
も
ぎ
在
宅
介
護
支
援
セ
ン

タ
ー

☎
０
１
７
５
（
71
）
３
３
１
１

六
ヶ
所
在
宅
介
護
支
援
セ
ン
タ
ー

☎
０
１
７
５
（
72
）
３
８
８
６

在
宅
介
護
支
援
セ
ン
タ
ー
尚
祐

の
里

☎
０
１
７
５
（
77
）
２
０
４
０

　

ヤ
マ
セ
の
気
象
観
測
が
、
７

月
15
日
夜
か
ら
８
月
７
日
夜
ま

で
の
週
末
を
中
心
に
行
わ
れ
ま

す
。
観
測
気
球
を
使
っ
た
上
空

の
気
象
観
測
、
レ
ー
ザ
ー
光
に

よ
る
雲
や
水
蒸
気
の
観
測
、
音

に
よ
る
上
空
の
風
の
観
測
が
行

わ
れ
ま
す
。

観
測
に
伴
い
、
夢
は
ぐ
館

の
周
辺
で
弱
い
音
が
聞
こ
え
た

り
夜
空
に
緑
色
の
光
が
見
え
た

り
し
ま
す
が
、
環
境
へ
の
影
響

は
あ
り
ま
せ
ん
の
で
安
心
し
て

く
だ
さ
い
。

観
測
気
球
の
放
球
は
土
日
に

行
い
ま
す
が
、
午
前
８
時
30
分

と
午
後
２
時
30
分
頃
の
放
球
は

日
中
で
す
の
で
、
見
学
し
た
い

人
は
気
軽
に
夢
は
ぐ
館
の
グ
ラ

ン
ド
ま
で
お
越
し
く
だ
さ
い
。

■
実
施
者　

京
都
大
学
生
存
基

盤
科
学
研
究
ユ
ニ
ッ
ト
・
生
存

圏
研
究
所
、
弘
前
大
学
大
学
院

理
工
学
研
究
科
児
玉
研
究
室

問（
観
測
期
間
中
の
週
末
だ
け
）

二
又
夢
は
ぐ
館

☎
０
１
７
５
（
72
）
２
９
１
９

平
沼
お
よ
び
鷹
架
周
辺
地

区
で
日
立
造
船
㈱
が
計
画
す
る

「（
仮
称
）
む
つ
小
川
原
風
力
発

電
事
業
」
に
つ
い
て
、
環
境
影

響
評
価
を
行
っ
た
結
果
な
ど
を

記
載
し
た
「
環
境
影
響
評
価
書

案
」
の
縦
覧
を
左
記
の
通
り
行

い
ま
す
の
で
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

■
縦
覧
書
類　
（
仮
称
）
む
つ

小
川
原
風
力
発
電
事
業　

環
境

影
響
評
価
書
案

■
縦
覧
場
所　

六
ヶ
所
村
役
場

企
画
調
整
課

■
縦
覧
期
間　

７
月
11
日
月
～

８
月
10
日
水

■
縦
覧
時
間　

上
記
期
間
中
の

午
前
９
時
か
ら
午
後
５
時
ま
で

（
土
・
日
・
祝
祭
日
を
除
く
）

■
意
見
書
受
付
期
間　

７
月
11

日
月
～
８
月
24
日
水

問
企
画
調
整
課

☎
０
１
７
５
（
72
）
２
１
１
１

（
内
線
３
５
７
）

　

こ
の
運
動
は
、
す
べ
て
の
国

民
が
、
犯
罪
や
非
行
の
防
止
と

罪
を
犯
し
た
人
た
ち
の
更
生
に

つ
い
て
理
解
を
深
め
、
そ
れ
ぞ

れ
の
立
場
に
お
い
て
力
を
合
わ

せ
、
犯
罪
や
非
行
の
な
い
明
る

い
社
会
を
築
こ
う
と
い
う
国
民

運
動
で
す
。

　

犯
罪
か
ら
の
立
ち
直
り
に

は
、
本
人
の
努
力
は
も
ち
ろ
ん

で
す
が
、
周
り
の
人
の
応
援
や

地
域
の
中
に
「
居
場
所
」
が
あ

る
こ
と
が
大
き
な
後
押
し
に
な

り
ま
す
。

　

立
ち
直
ろ
う
と
す
る
人
を
受

け
入
れ
、
支
え
る
方
法
は
さ
ま

ざ
ま
で
す
。
何
が
で
き
る
か
を

一
緒
に
考
え
、
で
き
る
こ
と
か

ら
始
め
て
み
ま
し
ょ
う
。

○
更
生
保
護
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

http://w
w
w
.kouseihogo-

net.jp/

問
野
辺
地
地
区
保
護
司
会　

六

ヶ
所
支
部

☎
０
１
７
５
（
72
）
２
１
１
１

（
内
線
１
４
９
）

　

走
行
中
に
席
を
離
れ
る
と
、

転
倒
な
ど
思
わ
ぬ
け
が
を
す
る

場
合
が
あ
り
ま
す
。
降
り
る
際

は
、
バ
ス
が
停
留
所
に
着
い
て

扉
が
開
い
て
か
ら
席
を
立
っ
て

く
だ
さ
い
。

　

バ
ス
は
安
全
運
転
に
徹
し
て

お
り
ま
す
が
、
や
む
を
得
ず
急

ブ
レ
ー
キ
を
か
け
る
場
合
が
あ

り
ま
す
。
満
席
の
た
め
、
立
っ

て
利
用
す
る
場
合
に
は
、
吊
革

や
握
り
棒
に
し
っ
か
り
つ
か
ま

っ
て
く
だ
さ
い
。

　

バ
ス
の
車
内
事
故
防
止
に
皆

さ
ま
の
ご
理
解
と
ご
協
力
を
お

願
い
し
ま
す
。

東
北
運
輸
局
青
森
運
輸
支
局
・

㈳
青
森
県
バ
ス
協
会

㈱
中
三
の
商
品
券
の
還
付
申

し
出
を
受
け
付
け
て
い
ま
す
。

　

申
し
出
方
法
は
持
参
ま
た
は

郵
送
と
な
り
ま
す
が
、
詳
し
く

は
青
森
財
務
事
務
所
へ
確
認
し

て
く
だ
さ
い
。

■
受
付
期
間
・
場
所

○
郵
送
の
場
合

６
月
１
日
水
～
８
月
８
日
月

東
北
財
務
局
理
財
部
金
融
監
督

第
三
課

〒
９
８
０
―
８
４
３
６

仙
台
市
青
葉
区
本
町
３
の
３
の
１

○
持
参
の
場
合

６
月
１
日
水
～
８
月
８
日
月

午
前
９
時
～
午
後
５
時

①
青
森
財
務
事
務
所
理
財
課

（
青
森
合
同
庁
舎
３
階
）

〒
０
３
０
―
８
５
７
７

青
森
市
新
町
２
の
４
の
25

②
盛
岡
財
務
事
務
所
理
財
課

（
盛
岡
合
同
庁
舎
１
号
館
３
階
）

〒
０
２
０
―
０
０
２
３

盛
岡
市
内
丸
７
の
25

　

な
お
、
弘
前
市
で
次
の
と
お

り
集
中
受
け
付
け
を
行
い
ま
す
。

■
日
時　

７
月
２
日
土
～
４
日

月　

午
前
９
時
30
分
～
午
後
５

時
（
４
日
は
午
後
４
時
ま
で
）

■
場
所　

弘
前
市
（
弘
前
文
化

セ
ン
タ
ー
）

　

受
付
期
間
中
は
混
雑
が
予
想

二
又
の
夢
は
ぐ
館
で
ヤ

マ
セ
の
気
象
観
測
が
行

わ
れ
ま
す

７
月
は″
社
会
を
明
る

く
す
る
運
動″
の
強
化

月
間
で
す

家
族
介
護
者
交
流
事
業

参
加
者
募
集

さ
れ
ま
す
。
車
で
の
来
場
を
な

る
べ
く
控
え
、
公
共
交
通
機
関

を
利
用
し
て
く
だ
さ
い
。

問
青
森
財
務
事
務
所
理
財
課

☎
０
１
７
（
７
２
２
）
１
４
６
３

　

東
日
本
大
震
災
に
よ
り
被
災

さ
れ
た
皆
さ
ま
に
、
心
か
ら
お

見
舞
い
申
し
上
げ
ま
す
。

　
青
森
県
内
の
納
税
者
は
、
平

成
23
年
３
月
11
日
か
ら
７
月
29

日
ま
で
の
間
に
到
来
す
る
全
て

の
国
税
の
申
告
・
納
付
な
ど
の

期
限
が
平
成
23
年
７
月
29
日
金

と
な
り
ま
す
。

　

申
告
・
納
付
な
ど
の
義
務
が

あ
る
個
人
や
法
人
で
申
告
・
納

付
な
ど
が
ま
だ
済
ん
で
い
な
い

人
は
、
７
月
29
日
ま
で
に
手
続

き
を
お
願
い
し
ま
す
。

■
振
替
納
税
の
利
用
者

　

７
月
29
日
ま
で
に
申
告
所
得

税
や
個
人
事
業
者
の
消
費
税
お

よ
び
地
方
消
費
税
に
係
る
22
年

分
の
確
定
申
告
書
を
提
出
し
た

人
で
振
替
納
税
を
利
用
し
た
人

の
振
替
納
付
日
は
、
23
年
８
月

31
日
水
と
な
り
ま
す
。

■
申
告
な
ど
の
手
続
き
が
困
難

な
人

　

東
日
本
大
震
災
に
よ
る
災
害

な
ど
に
よ
り
、
７
月
29
日
ま
で

に
申
告
・
納
付
な
ど
の
手
続
き

が
困
難
な
人
に
つ
い
て
は
、
個

別
に
期
限
の
延
長
が
認
め
ら
れ

ま
す
の
で
、
状
況
が
落
ち
着
い

た
後
、
税
務
署
に
相
談
し
て
く

だ
さ
い
。

申
告
所
得
税
の
還
付
申
告

は
、
７
月
29
日
以
降
も
手
続
き

が
で
き
ま
す
。

詳
し
く
は
国
税
庁
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
（http://w

w
w
.nta.

go.jp

）
を
ご
覧
い
た
だ
く
か
、

近
く
の
税
務
署
に
相
談
し
て
く

だ
さ
い
。

東
日
本
大
震
災
に
よ
り
滅

失
し
た
自
動
車
（
軽
自
動
車
）

の
所
有
者
が
、
滅
失
し
た
自
動

車
（
軽
自
動
車
）
の
代
替
自
動

車
を
取
得
す
る
場
合
に
、
そ
の

代
替
自
動
車（
代
替
軽
自
動
車
）

の
自
動
車
取
得
税
・
自
動
車
税

を
非
課
税
と
す
る
特
例
措
置
が

創
設
さ
れ
ま
し
た
。

❶
代
替
自
動
車
（
代
替
軽
自
動

車
）
の
自
動
車
取
得
税
が
非
課

税
と
な
る
場
合

▼
平
成
23
年
３
月
11
日
か
ら
26

年
３
月
31
日
ま
で
の
取
得

❷
代
替
自
動
車
（
代
替
軽
自
動

車
）
の
自
動
車
税
（
軽
自
動
車

税
）
が
非
課
税
と
な
る
期
間

▼
23
年
度
か
ら
25
年
度
ま
で

　

こ
の
非
課
税
措
置
に
は
、
申

請
が
必
要
で
す
。

　

必
要
書
類
や
手
続
き
に
つ
い

て
は
、
上
北
地
域
県
民
局
県
税

部
ま
た
は
役
場
税
務
課
ま
で
問

い
合
わ
せ
て
く
だ
さ
い
。

問
①
上
北
地
域
県
民
局
県
税
部

納
税
管
理
課

☎
０
１
７
６
（
22
）
８
１
１
１

（
内
線
２
１
１
～
２
１
４
）

②
六
ヶ
所
村
役
場　

税
務
課

☎
０
１
７
５
（
72
）
２
１
１
１

（
内
線
１
２
６
）

　

県
民
一
人
一
人
に
交
通
安
全

思
想
の
普
及
・
浸
透
を
図
り
、

交
通
ル
ー
ル
の
遵
守
と
交
通
マ

ナ
ー
の
実
践
を
習
慣
づ
け
る
こ

と
に
よ
り
、
交
通
事
故
防
止
の

徹
底
を
図
る
こ
と
を
目
的
と
し

ま
す
。

■
運
動
期
間　

７
月
21
日
木
か

ら
31
日
日
ま
で
11
日
間

■
運
動
の
重
点

①
子
ど
も
と
高
齢
者
の
交
通
事

故
防
止

②
自
転
車
の
安
全
利
用
の
推
進

③
飲
酒
・
暴
走
運
転
の
根
絶

　

平
成
22
年
中
の
青
森
県
内
の

交
通
事
故
死
者
数
66
人
の
う

ち
、
自
動
車
乗
車
中
の
死
者
は

22
人
、
う
ち
シ
ー
ト
ベ
ル
ト
非

着
用
者
は
10
人
（
約
57
％
）
で

し
た
。

　

非
着
用
死
者
10
人
の
う
ち
４

人
（
40
％
）
は
、
シ
ー
ト
ベ
ル

ト
を
着
用
し
て
い
れ
ば
助
か
っ

た
と
推
測
さ
れ
ま
す
。

　
全
て
の
座
席
で
シ
ー
ト
ベ
ル

ト
・
チ
ャ
イ
ル
ド
シ
ー
ト
の
着

用
を
徹
底
し
ま
し
ょ
う
！

東
日
本
大
震
災
に
よ
る

被
災
代
替
自
動
車
な
ど

を
取
得
す
る
人
へ

国
税
に
関
す
る
申
告
・

納
付
な
ど
の
期
限

㈱
中
三
の
商
品
券
を
持

っ
て
い
る
皆
さ
ま
へ

風
力
発
電
事
業
に
係
る

環
境
影
響
評
価
書（
案
）

縦
覧
の
お
知
ら
せ

バ
ス
の
車
内
事
故
防
止

に
つ
い
て
の
お
願
い

観測気球の放球の様子
（京都大学MUレーダー
	サイトにて）

夏
の
交
通
安
全
県
民
運

動
の
お
知
ら
せ
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      六ヶ所村民図書館新刊案内
     問 0175(72)3405			

http://www.rokkasho-tosho.jp/

図書館からのおすすめ本を紹介します。
新刊は下記のほか、毎週入庫しています。

日・曜 行事名 時　間 場　所

1 金
2 土
3 日
4 月 スワニー・郷土館・図書館休館日

5 火
６カ月児健診 受付		９:45 ～ 10:00 保健相談センター
１歳６カ月児健診 受付 12:30 ～ 12:45 保健相談センター

6 水 りふれっしゅダンス教室 10：00 ～ 11：30 ス ワ ニ ー
7 木

8 金
カンガルー教室〈抱っこ法〉 受付		９:30 ～ 10:00 保健相談センター
ピヨママ広場 13：00 ～ 15：00 保健相談センター

9 土
10 日 仮面ライダースーパーライブ 2011 開演１回目 10:30 ～ / ２回目 13:30 ～ ス ワ ニ ー

11 月
スワニー・郷土館・図書館休館日
５歳児発達相談 受付 13:15 ～ 13:30 保健相談センター

12 火
13 水

14 木
１歳児健診 受付		９:45 ～ 10:00 保健相談センター
４カ月児健診 受付 12:45 ～ 13:00 保健相談センター

15 金
カンガルー教室 受付		９:30 ～ 10:00 保健相談センター
ピヨママ広場 13：00 ～ 15：00 保健相談センター
ガラス越しの音楽会 2011　25th〈JINK	STYLE〉開演 18：30 ～ ス ワ ニ ー

16 土
17 日
18 月
19 火 スワニー・郷土館・図書館休館日

20 水

りふれっしゅダンス教室 10：00 ～ 11：30 ス ワ ニ ー
乳幼児相談 受付		９:45 ～ 10:00 保健相談センター
２歳児歯科健診 受付 12:30 ～ 12:45 保健相談センター
森のくまさんおはなし会<3歳～6歳向け> 14：40 ～ 図 書 館

21 木

複合健診 受付		７:45 ～		９:00 千 歳 平 体 育 館
カンガルー教室〈親子ビクス〉 受付		９:30 ～ 10:00 保健相談センター
森のくまさんおはなし会<0歳～3歳向け> 10：30 ～ 図 書 館
ピヨママ広場〈ベビーマッサージ〉 13：00 ～ 15：00 保健相談センター

22 金 複合健診 受付		７:45 ～		９:00 千 歳 平 体 育 館
23 土
24 日
25 月 スワニー・郷土館・図書館休館日

26 火
ワッ歯ッ歯ッ！むし歯０教室 受付 10:30 ～ 10:45 保健相談センター
３歳児健診 受付 12:30 ～ 12:45 保健相談センター

27 水 婦人健診 受付 11:45 ～ 12:45 泊ふれあいセンター
28 木 婦人健診 受付 11:45 ～ 12:45 泊ふれあいセンター
29 金 婦人健診 受付 11:45 ～ 12:45 泊ふれあいセンター
30 土 がん検診 ( 肺 ･ 胃・大腸・前立腺 ) 受付		８:00 ～		９:00 ス ワ ニ ー
31 日 がん検診 ( 肺 ･ 胃・大腸・前立腺 ) 受付		８:00 ～		９:00 ス ワ ニ ー

 村のスケジュール7 月

今 月 も 最 後 ま で 読 ん で い た だ き あ り が と う ご ざ い ま し た 。編 集 後 記

　身の回りのモノ、捨てにくいモノなどを例
にして、自分の持ち物を半分以下にすること
により、新しい出会いや運を呼び込む断捨離
の方法を解説。断捨離生活をしている人たち
のインタビューも収録。一部書き込み式。

運がひらける
断捨離生活のススメ

やましたひでこ著

　かつて経験したことのない大地震が人々を
恐怖の極限に追いつめ、大津波が地上のす
べてを奪い去った。東日本大震災が発生した
2011 年 3 月 11 日から、復興の第一歩に至る
までを撮影した写真集。

東日本大震災

読売新聞社刊

　代々木公園、鎌倉、八ケ岳…。みちくさの
天才の著者が、植物の専門家とともに道ばた
や公園に出かけ、そこに生える草花の名前や
特徴、見分け方のポイントを聞く。

みちくさの名前。
雑草図鑑

吉本由美著

　今日はお当番のやぎちゃんがお休みで、お
部屋の窓が開いていない。ミュー先生がやっ
てくれたけれど、みんなは「自分がやればよ
かった」と胸をドキンとさせ…。やさしい言
葉掛けが子どもたちの気づきを育てることを
教える絵本。

あさです！

くすのきしげのり/原作
いもとようこ/文・絵

　地上デジタル放送 11 チャンネル「六ヶ所村
テレビ」で各種番組の放送を 7 月 1 日金 10 時
から始めます。
　現在放送中の青森県環境放射線モニタリング
に加え、六ヶ所村のトピックス（話題）を取り
上げる「新米カメラマンどこへ行く」、昨年の
村民体育大会や産業まつりなどを特集した 45
分の番組「ア・ラ・カルト BOX」、「広報ろっ
かしょ（文字放送）」を新たに放送します。
　ぜひ、ご覧ください。

■番組内容
❶広報ろっかしょ
　広報ろっかしょから各種情報、戸籍の窓、村
のスケジュールを抜粋し、文字放送でお知らせ
します。
❷新米カメラマンどこへ行く
　情報政策課の新米カメラマンが取材・編集し
た、村のトピックス（話題）をお届けします。
　７月は①尾駮小学校入学式（4 月 7 日収録）、
② 2011 たのしむべ！フェスティバル（5 月 8
日収録）、③育児サークル「ひまわりクラブ」（6
月 8 日収録）を放送します。
❸ア・ラ・カルト BOX
　現在、ストックしている以下の番組の中から
１番組ずつランダムに放送します。
　①六ヶ所村の風景（45 分）
　②六ヶ所村郷土館（45 分）
　③第 45 回六ヶ所村民体育大会〈平成 22 年
8 月 1 日収録〉（45 分）
　④第 27 回ろっかしょ産業まつり〈22 年 10
月 30・31 日収録〉（45 分）
　⑤第 28 回六ヶ所村民俗芸能発表会〈23 年
1 月 8 日収録〉（45 分）
❹青森県環境放射線モニタリング
　空間放射線量率などをリアルタイムで表示し
ます。

問情報政策課
☎ 0175（72）2111（内線 155）

▼７月の番組表

時　間 番　組

6 時
00 広報ろっかしょ７月
15 新米カメラマンどこへ行く
30

ア ･ ラ ･ カルト BOX

7 時
00
15 広報ろっかしょ７月
30

試験放送のお知らせ
青森県環境放射線モニタリング

8 時 00
9 時 00

10 時
00 広報ろっかしょ７月
15 新米カメラマンどこへ行く
30

ア ･ ラ ･ カルト BOX

11 時
00
15 広報ろっかしょ７月
30 試験放送のお知らせ・青森県環境放射線モニタリング

12 時
00 広報ろっかしょ７月
15 新米カメラマンどこへ行く
30

ア ･ ラ ･ カルト BOX

13 時
00
15 広報ろっかしょ７月
30

試験放送のお知らせ
青森県環境放射線モニタリング

14 時 00
15 時 00
16 時 00

17 時
00 広報ろっかしょ７月
15 新米カメラマンどこへ行く
30

ア ･ ラ ･ カルト BOX

18 時
00
15 広報ろっかしょ７月
30

試験放送のお知らせ
青森県環境放射線モニタリング

19 時 00
20 時 00

21 時
00 広報ろっかしょ７月
15 新米カメラマンどこへ行く
30

ア ･ ラ ･ カルト BOX

22 時
00
15 広報ろっかしょ７月
30

試験放送のお知らせ
青森県環境放射線モニタリング

23 時 00
0 時

６時

0：00

6：00

各種番組放送開始！
7 月 1 日、

六ヶ所村
テレビ

Rokkasho　TV

11ch ！

宮城県で震災で被災した友人を見舞いながら、災害支援ボランティアに参加しました○伺ったお宅のご主人は大工さん。震災から 3	カ
月ほど経過していましたが、仮設住宅の建設などで休みがなく、やっと自分の家の片付けを始められたとのことでした。そのお宅は海
から１㌔も離れている場所。その周囲でさえ、まだまだ家の修復などは進んでいないようでした○報道では、復興に向けて着々と進ん
でいる印象を受けますが、被災地を直に見ると、まだその一歩を踏み出したばかりなのだという感じを強く受けました●尾駮小の乳搾
り体験を取材しました。子どもたちに交じってわたしも体験しましたが、子どもたちのほうが上手でした○体験をさせていただいた畠
山さんの牛舎の周りには、広大な草原に風車が並ぶ、まるで絵葉書のような風景が広がっていました。こんなところでのびのびと育つ
牛の牛乳はきっとおいしいんだろうなあと、心地よい風に吹かれながらほのぼのとした気持ちになりました（円子）
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靄が広がる尾駮沼で、
「清流の宝石」と呼ばれる翡

かわせみ

翠が、
フトイの茎の上で羽を休めています。
穏やかな色彩の中に、コバルトブルーのアクセント。
小さな宝石は、静寂の水辺に輝きを映し出します。

伝えたい、六ヶ所の風景。
清流の宝石　

1・3_ カワセミは高瀬川、老部川、鷹架沼、小川原湖などに生息。翼の緑

と背中のコバルトブルー、そして胸からおなかにかけてのオレンジのコン

トラストが美しい野鳥。カワセミはヒスイという美しい宝石に例え漢字で

「翡翠」と書き、中国ではオスを「翡」、メスを「翠」と呼ぶそうです　

2_ 空中で停止し、狙いを定めて水中へ飛び込んで、大きな口で魚を捕らえ

ることもあります（写真提供：一戸一晃さん〈㈶環境科学技術研究所〉）

1

2 3


